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サイトリライアビリティエンジニアリング

はじめに

高度成長企業が安定性、信頼性、およびオートメーション・ファーストを

中心とする慣行を改善する新たな方法を模索する中、開発者と運用エ

ンジニアの日々の責任はますます進化しています。システムの規模が拡

大するにつれてダウンタイムを短縮する必要があるため（手動による介

入をより少なくするため）、多くの組織がサイトリライアビリティエンジニ

ア（SRE）担当者を採用しています。

「サイトリライアビリティエンジニアリング」という言 葉

は、グーグルのエンジニアリング担当バイスプレジデントである	
Benjamin Treynor Sloss氏によって編み出されました。Sloss氏は
2003年にグーグルに入社し、グーグルの生産システムの健全性を広範

囲で高めるチームを組織する任務を任されました。同氏によると、サイ

トリライアビリティエンジニアリングとは「ソフトウェアエンジニアが運

用を設計したらどうなるのか」です。SREは職能上の枠を超えた業務で

あり、従来は開発、運用、その他のITグループの内部でのみ活動してい

た役割を担います。
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Sloss氏のチームはサイトリライアビリティエンジニアリングに関する原

典とも言える本を書きました。この本のタイトルはGoogleサイトリライ
アビリティエンジニアリングブックで、DevOpsの世界で素晴らしい最

新のSRE慣行がどのようなもなのか疑問に思っている人にとって素晴ら

しい参考書です。

この本の中でSloss氏は、「システムが自らの意思で動作することはあり

ません。これは普遍的に認められた真実です。では、システム（特に大

規模に動作する複雑なコンピューティングシステム）を動作させるには

どうすべきでしょうか。」

グーグルの答えは、従来の組織ではIT運用チームが通常取り扱っている

業務を担うソフトウェアエンジニアを雇うというものです。「当社のサイ

トリライアビリティエンジニアリングチームは、当社のプロダクトを運用

するソフトウェアエンジニアの採用と、ソフトウェアエンジニアがいなけ

ればシステム管理者がしばしば手動で実行する作業を遂行するシステ

ムの開発に注力しています」とSloss氏は説明しています。

https://www.oreilly.com/library/view/site-reliability-engineering/9781491929117/
https://www.oreilly.com/library/view/site-reliability-engineering/9781491929117/
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グーグルから外の世界へ 

この本が最初に出版された後、こうした役割のソフトウェアエン

ジニアは幅広い企業で急速に採用されるようになり、これを受

けてテクノロジーニュースと分析サイトTechCrunchが2016年に	

「サイトリライアビリティエンジ
ニアは次のデータサイエンティ
ストか？」と題した記事を掲載し
ました。翌年、LinkedIn は SRE

をハイテク分野における「最も
有望な仕事の 1 つ」と呼びまし
た。2018年、Jeliのソフトウェア

エンジニアであるBeth Long氏

は、「私の印象では、中小企業

への緩やかなトリクルダウン効

果が生まれています。グーグル、ネットフリックス、アマゾン、Herokuな

どの企業は、リソースとSREを必要とするだけの規模を有しているため、

長期にわたりSREを行っていました。SREの役割はより規模の小さな企

業でも見られ始めています。そうした企業は『ああ、当社にはこの役割

を担う人材が必要だ』と気付いたのです」と述べています。

3年経った今でも、この言葉はそのまま当てはまります。大規模に実行

される分散型マイクロサービススタイルのシステムを構築する組織が増

えるにつれ、SREへの需要はかつてなく高まっています。

SREの旅を始める

SREの役割は組織によって大きく異なることに注意することが重要で

す。SREの職務明細と日常業務は多種多様ですが、SREを採用したソフ

トウェア組織ではその有用性がすぐに明らかになろうとしています。では、

次にすべきことは何でしょうか。

自分の会社でサイト信頼性に

関する慣行をどのように構築

するか考えようとしているにせ

よ、既存のSREチームのプロセ

スと慣習を改善しようとしてい

るにせよ、特にグーグルのよう

な大規模な会社で機能するこ

とは中小規模の企業では機能

しない可能性があるため、主

題への理解を深めれば深めるほど結果は良くなります。そのため、この
eBookでは、SREを成功させるための哲学、習慣、ツールを、New Relic

の定義、ガイドライン、および役割への期待とともに説明しています。

SREの需要は依然
高まっています。

https://techcrunch.com/2016/03/02/are-site-reliability-engineers-the-next-data-scientists/
https://techcrunch.com/2016/03/02/are-site-reliability-engineers-the-next-data-scientists/
https://techcrunch.com/2016/03/02/are-site-reliability-engineers-the-next-data-scientists/
https://blog.linkedin.com/2017/january/20/linkedin-data-reveals-the-most-promising-jobs-of-2017
https://blog.linkedin.com/2017/january/20/linkedin-data-reveals-the-most-promising-jobs-of-2017
https://blog.linkedin.com/2017/january/20/linkedin-data-reveals-the-most-promising-jobs-of-2017
https://blog.linkedin.com/2017/january/20/linkedin-data-reveals-the-most-promising-jobs-of-2017
https://www.jeli.io
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グーグルはSREを「運用志向のソフトウェアエンジニア」と定義していま

すが、それはどういう意味でしょうか。グーグルではSREチームが人員計

画とプロビジョニングの両方を担当しています。チームは、問題に対する

ソフトウェアエンジニアリングソリューションを探究するという点で、純

粋な運用チームとは異なります。ソリューションを探究するため、グーグ

ルはSREが純粋な運用作業に費やす時間を50％に制限しています。つ

まり、グーグルのSREは自分の時間の少なくとも50％を、自動化やサー

ビスの改善などのエンジニアリングタスクに割り当てる必要があります。

サイトリライアビリティエンジニアリング
の目標、リスク、トレードオフ

最初にSREチームの役割について考えるとき、一般的にはシステムの稼

働時間をモニタリングすることによって測定される信頼性の向上が主

要な目標であると考えるかもしれませんが、特定のポイントを超えると

そうした考え方は当てはまらなくなります。これは、ネットワークの信頼

性など、SREチームの管轄外の要因が関係してくるためです。信頼性と

開発チームのベロシティもトレードオフの関係にあります。

第1章：�
SREの哲学と原則
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このため、サイトリライアビリティエンジニアリングは一般に、不可用性

のリスクと、イノベーションを迅速に進めてサービス運用を効率化する

という目標とのバランスを取ろうとしますグーグルのSREに関する本の
中でMarc Alvidrez氏は、「私達は十分な信頼性のあるサービスを提供

するために努力しますが、必要とされる以上の信頼性は求めません。つ

まり、99.99％の可用性目標を設定した場合、私たちはこの目標を超え

たいと考えますが、目標を大きく上回ることはできません。システムに

機能を追加したり、技術的負債を整理したり、運用コストを削減したり

する機会を失うからです」と書いています。

こうしたトレードオフについて考え、管理するための1つの方法は、所与

のプロダクトまたはサービスがライフサイクルの中でどの段階にあるか

について考えることです。比較的新しいプロダクトの場合、サービスの

稼働時間に厳しい目標を設定すると、イノベーションと実験のペースが

望ましくない形で低下するため、逆効果になる可能性があります。逆に、

プロダクトが成熟し、それに依存する顧客基盤ができると、ダウンタイム

（サービスの停止時間）はより大きな問題となり、サービスプロバイダー

の利益に直接影響を与える可能性があります。この点で、稼働時間の目

標を引き上げることは理にかなっています。

https://www.oreilly.com/library/view/site-reliability-engineering/9781491929117/
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ゴールデンシグナル 

サービスの可用性を測定することは、特にユーザー向けのサービスにとって良

い出発点となりますが、S R Eチームは通常、自らも追 跡している他のいくつ

か のビジネス指 向の主 要メトリクスを持 つことになります。しばしば 4つの	

ゴールデンシグナルを含むこれらのメトリクスは、特定のシステムが「正常」であるとはどういう意
味なのかを定義するものとして非常によく考えられたものとなっています。 

様々な種類のアプリケーションには異なるメトリクスが適用されます。例えば、ユーザー向けサービ

スでは可用性、レイテンシ、スループットが重視される場合がありますが、ビッグデータシステムで

はスループットとエンドツーエンドのレイテンシが重視される傾向があります。測定すること自体が

目的ではないことに注意してください。重要なのは、測定結果がユーザー体験の質とシステムの有

効性をどの程度示しているのかです。

https://medium.com/faun/how-to-monitor-the-sre-golden-signals-1391cadc7524


サイトリライアビリティエンジニアリング

07

SLOとSLIを使った信頼性測定

サービスレベル目標（SLO）はサービスプロバイダーのパフォーマンスを測定するための一般的な

方法であり、サイトリライアビリティエンジニアリングを成功させるうえでも同程度に重要です。プ

ロダクトおよびサービスレベルで明確に定義され測定されたSLOメトリクスは、組織が次のことを

実行するのに役立ちます：

•	 投資と全体的な優先順位を調整して信頼性に関する目標を達成し、信頼性に関する高いレベ

ルの目標を調整して企業戦略に合致させる

•	 顧客の信頼を構築し、維持する

•	 チームが信頼性を重視すべき時期と信頼性を高める方法を判断できるようにする

•	 エンジニアがリスク許容度と自らの対応ペースについてより適切な仮説を立て、依存関係につい

てより適切に判断し、不必要な労力を減らせるようにする

例として、New RelicのシニアSREであるStephen WeberはNew Relicコアデータプラットフォー
ムには3つの主要なメトリクスがあると語っています。第1のメトリクスは正確性（正確な結果が得

られたか？）で、第2のメトリクスはレイテンシ（許容可能な時間内に応答が得られたか？）です。「そ

して第3のメトリクスは、レイテンシを許容範囲に収めるために処理を停止して部分的な結果を提

供する方法（グレースフル・デグラデーションとも呼ばれています）です。そのためSREは、レイテン

シを最小限にとどめるための3番目のSLIを持っています」。コアデータプラットフォームのSLOはこ

うした3つのメトリクスで評価されます。

チームが常にSLOを超過達成している（例えばすべてのサービスで99.9％の可用性を達成して

いる）場合、チームはより迅速に行動し、より多くのリスクを取り、より多くの機能を提供できる	

https://newrelic.com/jp/platform/telemetry-data-platform?utm_campaign=fy22-q1-jp-devops-asset-SRE_Handbo-devops-&utm_medium=asset&utm_source=none&utm_content=SRE_Handbo&fiscal_year=fy22&quarter=q1&program=devops&audience=devops&creative=none&placement=none&targeting=none&ad_type=none&geo=jp

https://newrelic.com/jp/platform/telemetry-data-platform?utm_campaign=fy22-q1-jp-devops-asset-SRE_Handbo-devops-&utm_medium=asset&utm_source=none&utm_content=SRE_Handbo&fiscal_year=fy22&quarter=q1&program=devops&audience=devops&creative=none&placement=none&targeting=none&ad_type=none&geo=jp
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可能性があります。チームが危険にさらされているか、SLOを満たして

いない場合、SLOの超過達成は信頼性に焦点を合わせるために一歩後

退して一時停止するよう促す信号であり、チームはそうすることで再び

迅速に行動し始められるようになります。

SREチームは、必ずしもSLOの一部ではない信頼性を測定するために

使用する他のサービスレベル指標（SLI）を持っている場合もあります。

これらのパフォーマンスメトリクスは、事業における複数の側面を追跡

します。例えばデータベースサービスのためのSLIは、「エラーなしで200

ミリ秒以内に正常に完了したユーザークエリの割合」のような数値を追

跡する可能性があります。

チームは信頼性を測定するため、平均故障間隔（MTBF）、平均検出時間

（MTTD）、平均修復時間（MTTR）などのメトリクスに目を向けます。こ

れらのメトリクスはいずれも、組織が「リスクマトリックス」を定義する

のに役立ちます。これらは、SLOに定量化可能な影響を与える問題とリ

スクに優先順位を付けるための強力なツールとなり、組織が特に緊急で

はない可能性のある問題に取り組めるようにします。

優れたSLI/SLOの特徴は、メトリクスがビジネスの成果（多くの場合は

ユーザー体験）と関連付けられることです。例えば、エラー率が高い、ま

たは応答時間が遅いと、ユーザー体験に悪影響が生じます。CPU使用

率が高いと、ユーザー体験に悪影響が及ぶ可能性がありますが、CPU

使用率の高さとユーザー体験の低下との関係を把握するのは困難です。

優れたSLI / SLOの特徴は、メトリクスが 
ビジネスの成果やユーザー体験と 
関連付けられることです。
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エラーバジェット

最後に、必須ではないかもしれませんが、サービスのSLOは四半期ごと

のエラーバジェットの決定に役立つ場合があります。エラーバジェットは、

サービスの信頼性低下が1四半期内にどの程度許容されるかを決定す

る明確で客観的なメトリクスです。

チームは、エラーバジェットの減少ペースを示したバーンダウンチャート

を作成して、それに応じて作業内容を調整することができます。興味深

いことに、グーグルでは、サービスの稼働率が100％である場合、サービ

スを停止させます。そうすることで、依存するサービスがどのように反応

するのか把握せざるを得なくなるからです。

もちろん、エラーバジェットが厳し過ぎると、開発のペースが遅くなる可

能性があります。エラーバジェットを設定することで、そうした問題を把

握することが可能となり、おそらくは開発チームがベロシティを高めら

れるようにエラーバジェットを緩和するといった判断が下せるようにな

ります。そうした状況では、プロダクトおよびSLAエンジニアはより迅速

な開発を可能にするため、許容可能なエラーの数を増やすと判断する

可能性があります。一部の組織では、アプリを「高信頼性」と「高ベロシ

ティ」に分類し、それに応じてより厳しい/より緩いエラーバジェットを設

定しています。

エラーバジェットは、その設定がどうであれ、インセンティブを調整し、

ソフトウェアエンジニアリングと製品開発の間で共有される当事者意識

を強めるために重要です。
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SREを採用する際、候補者の技術面での貢献度合いは、特定の組織が

その役割をどのように規定するか、あるいは役割にどのようにアプロー

チするのかによって異なります。すなわち、ある会社はより多くのソフト

ウェアエンジニアリングとコーディングの経験を必要とし、別の組織は

運用または品質保証（QA）スキルをより重視するかもしれません。バラ

ンスがどうであれ、「素晴らしい」と「十分に良い」を分ける要因は、多く

の場合、エンジニアの習慣と特質の組み合わせが技術的な専門知識を

どれだけ補完しているかです。

第2章 :  

SREを成功させる
要因
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素晴らしいS R Eであることを確認する方法は次のとおりです。

SREが（はるかに）広い視野に立っている

成功するソフトウェア開発者は、自分が作成したコードがビジネス全体

の推進にどのように役立つかを理解しており、優れたSREはこれに関す

る独自の特性を持っています。New Relicのシニアソフトウェアエンジニ

アであるJason Qualmanは次のように述べています。「もし日常業務か

ら離れた広い視野で、より高いレベルで物事を理解し、解釈できる人を

探しているなら、成功するSREがまさにその人です。」変化は、その瞬間

だけでなく将来にわたるリスクや影響を生み出す可能性があります。優

れたSREは、変更を加える前に必ず徹底的な分析を行います。

自分の仕事が特定のシステム、チーム、またはより大きなインフラスト

ラクチャの残りの部分にどのように影響を及ぼすかを検討する能力は、
SREに求められる極めて現実主義的な側面です。壁の向こう側で座って

いる人にどのような影響が及ぶのかを気にすることなく変化を与えるサイ

ロ化されたアプローチでは、長期的なメリットはほとんど生まれません。

QualmanはSREについて、「非常に低い階層で意思決定を行っていま

す」と述べています。そうした意思決定は、はるか上位の階層に属する

人々に影響を与えます。適切な意思決定を行うことにより、シームレスな

移行が可能になります。

広い視野
に立つ
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SREは好奇心旺盛で共感的

New RelicのシニアSREであるKat DoberとStephen Weberは、SREに求める重要な特性として好

奇心を挙げています。

Doberは次のように述べています。「多くの企業はエンジニアリングに対しての好奇心、エンジニア

リングがどのように機能するのか、エンジニアリングがどのような道筋をたどると失敗する可能性

があるのか、こうしたことを考えることができるマインドセットを持つ人を探しているでしょう。」

Weberも次のように述べています。「多くの場合、最も有益な改善は『面白い』というところから始

まります。そして、面白いことを掘り下げ続けるのです。」

Weberによると、好奇心に関連する特徴は顧客への共感です。「ページの平均読み込み時間はか

なり良好かもしれませんが、一部の顧客の読み込み時間が非常に長い場合は、その顧客が体験して

いる不都合を確認する必要があります」とWeberは述べています。
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SREはあらゆる機会で自動化に挑戦する 

SREの役割には常に手作業による調査が含まれることになりますが、
SREは作業における「労力」部分の削減を目指しています。グーグルでは

労力が特定の意味を持っています。Vivek Rau氏はSREに関する本の中

で、「労力とは、手作業、反復的、自動化可能、戦術的、永続的な価値の

欠如につながる傾向があるプロダクションサービスの維持に結び付け

られ、サービスが成長するにつれて直線的に増加する種類の作業であ

る」と指摘しています。

グーグル・リサーチ経由で公表されたRau氏の章のフォローアップ記事
で、Rau氏らは、グーグルのBigtable（ビッグテーブル）サービスをサポー

トするSREチームの労力を削減するためのケーススタディを紹介してい

ます。 「Bigtableを担当したSREは作業量を大幅に削減できた。労力

を段階的に削減するたびに、将来の労力削減に取り組むためのエンジ

ニアリング時間が増えた…。2014年までにチームの運用は大幅に改善

された。チームはユーザーからの要求を、2013年初めに達した四半期

あたり2,200件超のピークから同400件未満に減少させた。」

これを達成するうえでカギを握ったのが、一般的な種類の様々なサポー

ト要求の自動化を徐々に進めたことです。より一般的な教訓として、SRE

は通常、面倒な手作業と労力を軽減するための重要な手法として自動

化に注目することが分かりました。

Doberは、「自動化は、問題のある領域を理解した後、またはインフラ

ストラクチャを理解した時点で、実際に機能し始めます。継続的に対処

しなければならないことがわかっているタスクもあります」と述べてい

ます。「例えば、すべてのホストシステムをどのように構成するのか、あ

るいはそのホストが入っているレポジトリからコードを取得してアーティ

ファクトまたはコンテナにパッケージ化し、さらにインフラストラクチャ

全体にデプロイする方法を考えてください。これらのタスクを自動化す

ることで、労力が軽減されるだけでなく、タスクが毎回安定的に正しく

実行されるようになります。

自動化に 
挑戦する

https://research.google/pubs/pub45765/
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Qualmanもこの考えに同意し、「SREの役割を持つ人の多くは、人々が

行っている非効率的で時間のかかる作業のことを考えており、そうした

作業をできるだけ早く終わらせようとしています。手作業の自動化を先

送りするのではなく、『今すぐこれを自動化するための時間を取り、この

苦痛を伴う義務的作業を他の誰かが行うのをやめさせる』ということ

です」と述べています。

こうした自動化へのこだわりは、SREとDevOpsの哲学における重要な

原則です。実際、「DevOpsハンドブック」には、手作業を受け入れた

プロセスがもたらす直観に反する影響について説明した章があります。

「自動化」やそれに該当する言葉はSREの職務説明書の他のどの単語

よりも頻繁に現れるようです。SRE求人リストにおける重要な役割として

「自動化、自動化、自動化、そして…自動化！」と書かれていても不思議で

はありません」。

自動化への執着
は、SRE（および
DevOps）の 
重要な信条
です。

https://itrevolution.com/the-devops-handbook/


チェンジメーカー

サイトリライアビリティエンジニアリング

SREはチェンジメーカー

自信をもってSREイニシアチブを提唱する能力は、最高のSREだけが持つもう一つのスキルです。
SREの仕事の一部は、簡単に言えば、最初はやりたくないと思うかもしれないことを実行するよう

他の人に説得することです。例えば、プロダクト機能を短期間で提供することに注力しているソフト

ウェアエンジニアに対し、その機能を今後数年間で拡張するにはどうすればよいかを考えるよう説

得します。

こうした説得は、SREがプロダクトチームに直接組み込まれていればより簡単に行えます。セールス

フォースのHerokuのサイトリライアビリティエンジニアであるJohnny Boursiquot氏は、QCon 

Plusでの「外交官としてのSRE」というプレゼンテーションの中でSREの採用について言及し、変化

を促進する方法として既存のプロダクトチームによるSREを組み込むことを慣行とするよう推奨し

ました。同氏は「2つの組織がサイトリライアビリティエンジニアリングを同じ方法で実行すること

はありません」と述べています。同氏は「事実、最初からSREの機能を拡大する時期に気がつくこと

はめったにありません。」と考えています。

同氏はこのテーマについてさらに次のように述べています。

「SRE採用に関する一連のベスト・プラクティスがありますが、組織の中でSREを擁護する立場の人

間は、そうした規範的アプローチだけではSRE採用をスムーズで直接的影響のあるものにするた

めに必要なすべての要件を満たせないことを知っています。

「サービスの開発から継続的な運用ニーズに至るまでの過程で全員が当事者意識を持つ組織ほど、

こうした採用の課題が組織の隅々まで共有されているところはありません。こうした組織では、チー

ム固有の慣行を開発するのが一般的であり、必要でさえあります。こうした「全員が当事者意識を

15

https://jp.linkedin.com/in/jboursiquot
https://plus.qconferences.com/
https://plus.qconferences.com/
https://plus.qconferences.com/plus2020/keynote/sre-diplomat
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持つモデル」は、システムのライフサイクルの初期段階でビジネス目標

を前進させるのに適していますが、成熟したチームが共通の信頼性慣

行と道具立てを採用する必要がある場合、最終的にはいつの間にか手

付かずの技術的負債と化してし

まいます。

「こうしたリーダーシップの意図

とチーム内の実践的意義との間

のギャップを埋めるには、チェン

ジエージェントがSREという形で

チームに組み込まれる必要があ

ります。自分たちが充分満たさ

れていると感じているチームは、

業務の進め方を変えるよう求める伝統的な外部のSRE機能と連携する

よう常に動機付けられているわけではありません。そうした変化が状況

を著しく改善するとしても、です。理由は何であれ、こうしたチームの間

で友好関係を築くには、まずは信頼を確立する必要があります。もちろ

ん、こうした信頼構築を容易にする1つの方法は、SREをそれらのチーム

の内部に直接埋め込むことです。

言い換えれば、優秀なSREは

効果的な営業担当者でなけれ

ばなりません。 そうしたSRE

は、短期的な痛みを伴ったり、

従来の規範に反しているよう

に見えるプロセスやプロジェク

トを同僚に受け入れさせたりす

る能力を持たなければなりま

せん。Beth Long氏は、「覚悟

を決めて、『やめろ』と『いいえ』を言える必要があります。それは、一部

のエンジニアリング組織では難しいかもしれません」と述べています。

優れたSREは、 
有能な営業担当者 

でもある。
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SREは（必要であれば）新しいツール
とアプローチを採用する

サイトリライアビリティエンジニアリングはまだかなり新しいアプローチ

であるため、現時点でこの肩書を持つ多くのエンジニアはこの役割を引

き受ける前に別の業務に就いていました。一部の SREは開発者の経歴を

持っていたり、従来の運用やシステム管理者の経歴を持っていたりするた

め、採用マネージャーはSREの役割を特定の経歴に限定しないことで最

も成果を上げることができます。例えば、伝統的な品質保証（QA）エンジ

ニアがSREのポジションに適したスキルセットを持つ場合があります。

採用マネージャーは、SREの役割を 
特定の経歴に限定しないことで 
最も成果を上げることができます。

新しいツールと
アプローチ

経歴に関係なく、SREの役割は、合理的に行動し、積極的に適応するこ

とを要求します。SREの役割は、快適なゾーンから踏み出し、新しいスキ

ルを開発する意欲を持つよう鼓舞します。Weberは、「私は、開発者時

代と比べて、多くの異なるシステム、異なるプログラミング言語、YAML

の異なるスタイルとやり取りしています。開発者だったころは自分がそ

うするようになるとは思ってもみませんでした」と語っています。「1日に
5つの異なるプログラミング言語を使うことは必ずしも珍しくないので、
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第3章 :  

SREのツール
とプロセス

SREに求められるのは進んで柔軟になることと、思い切って飛び込むこ

とです。SREにとっての合理的行動の1つは、意図は正しかったがもはや

生産的ではないプロセス、手順、およびツールを破棄することです。

SREに関する普遍的な職務明細がないのと同様、この役割で使用する

標準的なツールセットも存在しません。しかし、優れたSREは常に信頼

性ツールとプロセスを最適化し、それらの効能を組織全体に伝えようと

します。

SREのプラクティスを成功させ、DevOps の原則を適切に実装するうえ

では、最適化がカギを握っています。ところで、SREはどのようなツールを

標準化すべきでしょうか。各チームは、自分たちにとって何が最善かを判

断する必要があります。良いニュースは、選択肢がたくさんあることです。
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DevOps（およびSRE）の各段階のためのツールチェーン

あなたが「SREの各段階」のためにツールチェーンを構築したとします。出来上がったツールチェー

ンがDevOpsツールチェーン（図1）と似ていたとしても驚かないでしょう。

パブリッククラウドの使用頻度が増加し、それに対応するコードツールとしてのインフラストラク

チャの使用頻度も増加しています。これは、パブリッククラウドが急激に変化し、解約が急増してい

る領域であることを意味します。しかし私たちは、現在広く使用されているツールとプラクティスの

一部を概説することができます。

図1：DevOpsツールチェーン
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計画： 

計画は、アジャイルプロジェクト管理ツール

と追跡ツールの両方で構成されています。こ

うしたツールには、Avaza、Jira、YouTrack、
Trello、Pivotal Tracker、またはその他のタ

スク管理ツールがあります。

ビルド： 

ここでは、コードツールとしてのインフラス

トラクチャを見つけることができます。こう

したインフラストラクチャには、再プロビ

ジョニング環境を高速化し、より一貫性を

持たせ、 信頼性を高めるAnsible、Chef、
Docker、Puppet、Terraformなどがありま

す。KubernetesとDockerなどのコンテナと

オーケストレーターも役割を果たし、開発

者とSREはプロダクションシステムの使い捨

て可能な仮想レプリカを対象に作業すること

ができます。

Bitbucket、GitHub、GitLabなどのソース

管理ツールおよびコラボレーティブコーディ

ングツールのほかに、IntelliJ IDEAやVisual 

Studio Codeなどの統合開発環境（IDE）も

広く使用されています。

継続的な統合と情報配信： 

開発者が共有リポジトリにあるコードを1日

に数回確認し、一連の自動テストを実行し、

一連のテストが成功したら更新されたコード

を自動的に運用環境にリリースすることがま

すます一般的になっています。このアプロー

チは、AWS CodePipelines、Bitbucket 

pipelines、CircleCI、JenkinsなどのCI / 

CDツールを、JUnit、Mabl、Sauce Labs、
Seleniumなどのテストツールと組み合わせ

たものです。継続的な情報配信に関する重

要なポイントは、チームがデプロイ準備の

整ったソフトウェアを持っていても、それをす

ぐにデプロイできるとは限らないということ

です（下記の「デプロイメント」を参照してく

ださい）。

計
画

ビ
ル
ド

統
合
と
情

報
配
信

https://www.avaza.com
https://www.atlassian.com/ja/software/jira

https://www.jetbrains.com/ja-jp/youtrack/

https://trello.com/ja

https://www.pivotaltracker.com/
https://www.ansible.com
https://www.chef.io
https://www.docker.com
https://puppet.com
https://www.terraform.io
https://kubernetes.io/ja/

https://www.docker.com
https://bitbucket.org/product/ja

https://github.co.jp/

https://about.gitlab.com
https://www.jetbrains.com/ja-jp/idea/

https://code.visualstudio.com/
https://code.visualstudio.com/
https://aws.amazon.com/jp/codepipeline/

https://support.atlassian.com/ja/bitbucket-cloud/docs/publish-and-link-your-build-artifacts/

https://support.atlassian.com/ja/bitbucket-cloud/docs/publish-and-link-your-build-artifacts/

https://circleci.com/ja/

https://www.jenkins.io
https://junit.org/junit4/
https://www.mabl.com
https://saucelabs.com
https://www.selenium.dev
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運
用

デ
プ
ロ
イ

継
続
的
な

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
：

New Relicの多くのお客様は、プロセスのこ

の段階を追跡するのに役立つパイプライン

ダッシュボードも構築しています。

	

	

運用：

これには通常、New Rel icなどのモニタ

リングツールと、J i ra Ser v ice Deskや
Statuspage、PagerDuty、またはZendesk

などのインシデント、変更、および問題追跡

ツールが含まれます。New Relicでは、SREと

エンジニアがログ管理 機能とカスタムインス

トルメンテーションを使用しています。

New RelicのApplied Intelligenceなどの
AIOps ツールは、サービスの異常を先見的

にモニタリングし、リアルタイムの障害警告

と行動に結び付けられる詳細情報を通知す

るため、より迅速な調査を可能にします。イ

ンシデントは、PagerDutyなどのツールに直

接配信することができます。

デプロイ： 

継続的インテグレーションと情報配信を行っ

ていても、まだ継続的なデプロイを実施して

いない場合、デプロイメントは別のステップと

なります。上記の継続的インテグレーション

の手順と同じツールを使用しますが、主な違

いは、コードが準備できたらすぐにデプロイ

することが初期設定となっているかどうかで

す。ビジネス上の理由で継続的なデプロイメ

ントを行わないことがありますが、SREのベ

ストプラクティスは、自動的に発行される頻

繁で小さな増分更新を行うことです。

継続的なフィードバック： 

定期的な顧客フィードバックを収集するため

の文化とプロセスの両方をカバーするには、
GetFeedback、Slack、Pendoなどのツー

ルを利用します。ループのフィードバック部分

には、パフォーマンスとプロセスに関するメ

トリクスも含まれるため、例えばDRI（Don't 

Repeat Incidents）に対応するJiraチケット

が有効です。リリースダッシュボードも継続

的なフィードバックの例です。

https://newrelic.com/jp?utm_campaign=fy22-q1-jp-devops-asset-SRE_Handbo-devops-&utm_medium=asset&utm_source=none&utm_content=SRE_Handbo&fiscal_year=fy22&quarter=q1&program=devops&audience=devops&creative=none&placement=none&targeting=none&ad_type=none&geo=jp

https://www.atlassian.com/ja/software/jira/service-management/features/service-desk

https://www.atlassian.com//ja/software/statuspage

https://ja.pagerduty.com
https://www.zendesk.co.jp/

https://newrelic.com/jp/products/log-management?utm_campaign=fy22-q1-jp-devops-asset-SRE_Handbo-devops-&utm_medium=asset&utm_source=none&utm_content=SRE_Handbo&fiscal_year=fy22&quarter=q1&program=devops&audience=devops&creative=none&placement=none&targeting=none&ad_type=none&geo=jp

https://newrelic.com/jp/platform/applied-intelligence?utm_campaign=fy22-q1-jp-devops-asset-SRE_Handbo-devops-&utm_medium=asset&utm_source=none&utm_content=SRE_Handbo&fiscal_year=fy22&quarter=q1&program=devops&audience=devops&creative=none&placement=none&targeting=none&ad_type=none&geo=jp

https://www.gartner.com/en/information-technology/glossary/aiops-artificial-intelligence-operations

https://www.getfeedback.com
https://slack.com/intl/ja-jp/

https://jp.pendo.io/
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変えられないことは何もない

ある時点でSREが使用するツールは、組織がSREの旅のどこにいるかに

よって異なります。また、パブリッククラウドへの移行を背景に、役割も

大きく変化しています。AIOpsツールを介して自動化する機能を含む新

しいトレンドは、役割を再定義し続けるでしょう。

成熟度の低い組織はより専門的な運用ツールを使用する傾向がありま

すが、成熟度の高い組織ではSREとソフトウェアエンジニアリングツー

ルチェーンを収斂する動きが見られます。つまり、万能のツールセットが

ないことは確かですが、SREは、すべての作業に高い信頼性をもたらす

ための新しくてより効率的な方法を模索する中で、適切なツールを試し

て採用する必要があります。

AIOpsツールを
通じて自動化す
る能力が役割
を再定義し続け
るでしょう。



サイトリライアビリティエンジニアリング

グーグルのサイトリライアビリティエンジニアリングの本は、DevOpsの

世界で優れた最新のSREのプラクティスがどのようなものかを概説する

という素晴らしい仕事をしています。しかし、グーグルほどの規模を持た

ない企業でSREのプラクティスを実践する場合はどうでしょうか。信頼

性に関するプラクティスについて書かれているすべての内容に関して言

うと、グーグル以外のエンジニアリング組織でSREが果たす日々の役割

について具体的かつ詳細な説明をこの本の中で見いだすのは非常に困

難です。インターネット上に関する説明の大半には、「SREはソフトウェア

エンジニアリングと運用スキルセットの両方を備えている」や「SREはあ

らゆることを自動化する」などの漠然とした言い回しが含まれています。

役割の定義

New RelicのSREの職務明細の作成は時間を要する作業となり、完成し

た職務明細には個々のSREと経営幹部からの意見が反映されました。

New RelicのSREは、システムの信頼性の向上に注力し、主にその点で

能力が認められているエンジニアです。ビジネスの観点からは、SREが

行う作業の目標はお客様の信頼を構築して維持し、New Relicのプラッ

トフォームのサービスごとに、さらにはホストごとに運用オーバーヘッド

を着実に削減することで、ビジネスを拡大できるようにすることです。

第4章：

NEW RELICで
はSREの役割
が進化している

https://landing.google.com/sre/book.html
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大まかに言えば、SREはこれを次の方法で実現します：

•	 信頼性に関するベストプラクティスの提示

•	 回復力と労力削減を念頭に置いた設計とプロセスの指導

•	 技術的な複雑さと無秩序な増加の削減

•	ツールと一般的なコンポーネントの使用の促進

•	 回復力を向上させ、運用を自動化するためのソフトウェアとツール

の導入

役割の進化

New Relicが最初にSRE機能を作成したとき、そのSRE機能はグーグル

の説明どおり、一元化されたチームに基づいていました。しかし現在で

は、New Relicの様々なプロダクトチームにSREが永続的に組み込まれ

ています。この後者のアプローチは前述のBoursiquotのアプローチと

似通っています。

組み込まれたSREが集中的に配置されているテレメトリーデータプラッ

トフォームグループのエンジニアリング担当シニアディレクターである
Gus Shafferは、信頼性を一元化する機能を持つことは、コーディング

とリリースを1つのチームに任せるというDevOpsの目標に反すると指摘

しています。これについてのShafferの説明は、「私たちは、信頼性に対

する責任の放棄があったことを見いだしました。人々が『ま、いいさ。信

頼性組織が存在し、その組織が信頼性に関する責任を負っているのだ

から』などと言っているのです。「それどころか、信頼性組織は実際には、

測定と報告、人々が信頼性動向を理解するためのサポート業務、人々が

正しい行動を取るのを支援するプロセスとポリシーのとりまとめの責任

を負っていました」というものです。

「私たちは、人々
が使用している
ツールに信頼性
に関するプラク
ティスを組み込
んでいます。」
Stephen Weber, Senior SRE, New Relic

https://plus.qconferences.com/plus2020/keynote/sre-diplomat
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Weberはこの見解に対し、「SREをセントラルチームからプラットフォー

ムチームに移管することでもたらされる最大の利点は、人々が使用して

いるツールに信頼性を組み込むというアイデアを取り入れることだと考

えています」と反応しています。

新しい組織構造を採用することで、New RelicのSREがプロダクトアー

キテクチャー全体を最新の状態に維持することが以前よりも容易にな

ります。組織構造を変更することにより、監査作業の量が減り、SREがし

ばしば行う必要のある「bad-cop」（悪い警官）の役割を実行できるよ

うになります。さらに、SREが開発により多くの時間を費やすことが容易

になりました。これは、グーグルの50％の上限が目指すのと同じ目標を

達成するためのもう一つの方法です。言い換えれば、組織構造を変更す

ることでいくつかの問題が解消され、逆コンウェイ戦略が効果的に実行
されるようになります。

ただし、この変更はいくつかの独自の課題を伴います。1つは、一元化さ

れたSRE機能がないため、横断的な懸念事項への対処が難しくなること

です。New Relicの場合、その例に該当するのが、すべてのNew Relicの

データパイプラインに使用されているApache Kafkaです。広い範囲で

使用するということは、プラットフォームの様々なクライアントがこの機

能を可能な限り効率的に使用することが非常に重要であることを意味し

ます。これを確実なものとするため、New Relicは割り当て制の導入を検

討しており、生産エンジニアリングチームとエンジニアリングスタッフの

交代勤務表を立ち上げました。「データプラットフォーム内のすべての異

なるシステムに関する専門知識を備えるため、これらの異なるすべての

チームから人々を招き入れました。これは、影響を受けるチームに所属し

ている人々はこの『一元化された』SREチームの一員であるため、組織変

更は即座に賛同されることを意味します」とShafferは説明しています。

https://www.thoughtworks.com/radar/techniques/inverse-conway-maneuver
https://kafka.apache.org/intro
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New RelicにおけるSREの役割も、他の要因に応じて進化しました。
New Relicは、独自のデータセンターではなくパブリッククラウド・イン

フラストラクチャを使用する方向にますます変化しています。こうした変

化に対応して、New Relicのチームはソフトウェア・ディファインド・イン

フラストラクチャで業務の行うという変化がもたらされました。

パブリッククラウドへの移行は、クラウドリソースを効率的に使用するこ

とがSREの役割の重要な部分になっていることも意味します。Shaffer

は、「SREは必ずしもAWSの請求書を監視しているわけではありませが、

彼らはリーダーシップが発信するシグナルに応えています。そうしたシグ

ナルには例えば、『このシステムはかなり高価に思えます。そうあるべき

と思われる水準よりも効果ですが、それについて調べてもらえますか？』

といったものがあります。また、SREは過剰なプロビジョニングは行わな

いキャパシティ管理機能の一部でもあります」と述べています。
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New RelicにおけるSREの業務内容

下の表はNew RelicのSREの現在の役割の概要を示しています。

仕事の種類 例 メモ

New Relicの運用と信頼性のベストプラ
クティス（キャパシティプランニング、SLO、
インシデント対応など）を学び、強化し、
チームと協力してそれらのプラクティスを
導入する。

•	 チームのリスクマトリクスを更新する。
•	 顧客の需要に備えてキャパシティを管理する。
•	 コストとクラウドリソースを効果的に使用する方法を検
討する。
•	 チームを動かし、最も重要な信頼性に関する作業に優先
順位を付ける。

•	 これは、新しいSREおよび新しいチーム
と連携するSREが特に注力している業
務です。
•	 すべてのSREは、プラットフォームツール
とSREコミュニティのベストプラクティス
を常に把握しています。

コア共有内部コンポーネントを構築する、
またはチームによるコンポーネントの採
用を支援する。

•	 チームと協力して、システムを共有デプロイメントパイプ
ラインの新バージョンに移行させる。
•	 コンテナ・ランタイム・プラットフォームにコードまたはツ
ールを提供する。
•	 新しいツールを構築するのではなく、適切な既存のツー
ルを選択するようにチームを導くことにより、技術が無
秩序な状態にならないようにする。

•	 SREは、新しいツールやシステムを導入す
るのではなく、既存のツールを使用するこ
とが期待されています。

New Relicプラットフォームのモニタリン
グと可観測性を向上させる。

•	 チームと協力して、ノイズとなる未使用のアラートを整理
し、重要な問題がアラートにより警告されるようにする。
•	 統合を進めてプラットフォームに新たな可視性をもたらす。

•	 SREは、可能かつ効果的な場合はいつで
も既存のNew Relicプロダクトを積極的
に使用および拡張し、そうでない場合は
プロダクト管理を動かして必要な機能を
実装します。
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成功に向けて自社のSREを配置する

このSREの役割の説明とアプローチは、New Relicではうまく機能して

いますが、他の組織には適していないかもしれません。それでも、この

説明とアプローチは有用な例となり、SREの優れたプラクティスがもた

らすことのできる非常に大きな価値を明確化するのに役立ちます。独自

のガイドラインを作成することで、成功に向けたSREの配置が可能とな

ります。また、SREのプラクティスは、成熟するにつれて、かつてなく複

雑化しているコンピューティングプラットフォームをサポートするうえで

不可欠な役割を果たすようになりますが、独自のガイドラインにより、こ

うした役割への集合的理解を深めることができます。

最後に、信頼性に深い関心を持ちベストプラクティスを共有するSREと

その他の人々のために、実践的なコミュニティと関係を構築することが

重要です。これにより信頼性の文化が生み出されるからです。
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SREの役割を定義し、適切な組織構造とインセンティブを設定すると、

すべてが実行に移されます。SREチームを成功させるには、様々なスキ

ルと特性が必要です。技術的なスキルはいつでも教えることができます

が、共感や好奇心など、同じように不可欠な資質を与えることは必ずし

もできません。

New Relicのようないくつかのエンジニアリングカルチャーは自律性を

高く評価していますが、それはチームが独立して信頼性に取り組む必要

があるという意味ではありません。チーム（および個々のSRE）が成功

を収めるには、組織的なサポート、コミュニケーション、そして何よりも、

信頼を必要としています。

SREを成功させるための指針となる哲学は、次のように表現できるかも

しれません。「達成不可能なゴールを追い求めてはいけません。物が壊

れるのを防ぐことはできません。代わりに、全体像を確認し、自動化機

能を組み込み、健全なパターンを奨励し、新しいスキルとツールを学び、

すべての作業の信頼性を向上させるために、努力を続けてください。完

璧を達成することは不可能かもしれませんが、物事をより良くするため

に絶えず努力することが、可能な限り近づく方法です。」

成功するDevOpsはここから始まります。重要なことを測定し、イノベー
ションのスピードを加速させます。無料アカウントにサインアップ。

実行

https://newrelic.com/jp/signup?utm_campaign=fy22-q1-jp-devops-asset-SRE_Handbo-devops-&utm_medium=asset&utm_source=none&utm_content=SRE_Handbo&fiscal_year=fy22&quarter=q1&program=devops&audience=devops&creative=none&placement=none&targeting=none&ad_type=none&geo=jp
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